

















































添加することにより.50%増殖阻止濃度の有怠な低下がみられた。 m uwoの検討として， ヌードマウス
可移構性胃癌細胞株であるOCUM-2:.1の皮下移植腫践に対する.CDDPとTAMの抗腫場効果を検討した。
その結果.CDDPと'J'.Aiv[併用時の抗腫蕗効果はそれぞれ単剤投与時に比べ高く，併用効果がみられた。
また， ヌードマウスへの薬剤投勺ーによる薬剤l毒性の検討では，単剤使用と比較して2剤併用における毒性
の増強はみられなかった。
併用効果の機j事に関する検討として，細胞動態.PCNA標識率.apoptoslSの誘導，および細胞内白金
濃度について測定したが，角.意な煮を示す結県は得られなかったが，細胞動態の検討においてCDDPと
TAMの併用によりS期細胞の割合の低下がみられた。
以上の成績は.CDDPとTAMの併用療法が胃婚に対する有用で，安全な治療法として，臨床応用の可
能性を示唆している。よって著者は博上(医学)の学位を授勺・されるに値するものと判定された。
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